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審 査 の 結 果 の 要 旨  

氏 名   謝 宗哲 

 本論文は，台湾・台南市で 400 年にわたり営まれてきた都市領域の発達とそれに伴う都市住居形式の変

遷に関し，住居内の個室相互が持つ連結性に着目し，その境界の強度を定性的に序列化するという手法を

用いて，住居構成の骨格的な構造を記述ならびに相互比較し，もって，さまざまにありえる住居変遷の観

点に新たな視点を付け加えようと試みるものである． 
 
 論文は序論とそれにつづく５章とで構成される． 
 第０章 (序論) で論文の視点，構成が概観された後，第一章 (住居論 ― 都市住居を考察する認識論とし

て) では，住居をめぐる様々な議論を概観し，基礎事項が整理される．そこで，個人生活の中心的な舞台

としての個室が取り上げられ，後の考察の対象として定義される．また，住居形式の変遷を記述するため

の方法として，個室間の相互関係に関し「連結」と「分離」を両極とする連続的な観察の軸が規定される．

こののち，「個室」を空間単位としたスケールで個室間の物理的境界要素に注意しながら，台湾の各時代

における典型的都市住宅の構成時に意図された，または意図されないまま他の要因によって生じた個室間

の“離合集散”の様態が記述されることになる． 
 第二章 (領域／境界論 ― 都市住居を考察する方法論として) ではまず，空間に関する諸分野で既にな

された領域に関する論考(2-1)，および境界に関する論考(2-2)が概観される．ここで特に N. J. Habraken によ

る領域深度 (territorial depth) の概念に注目し，第一章で提出された「連結から分離に至る各個室間の隔た

りの程度」の定性的表現とその視覚化の方法が新たに論じられる．具体的には，close，semi-close，semi-open，
open といった境界の強度の程度を「空間の文節」，「障壁の有無」，「障壁の反対側に気配が伝わるか」など

といった建築的観点から定性的に設定する方法が提案される．さらに参考値として各境界強度に値を与え

ている．この値を住居入り口から境界をまたぎ住居の奥に進むに従い加算していくと，住居外部から見た

各個室の“領域深度”の概要が表現される．また，この領域深度の相対的大きさに合わせて平面図の各対

応部分を濃淡で彩色した図を“グラデーション・パターン”と呼び，後になされる個室間の連結性に関す

るトポロジカルな関係と実空間との対応を視覚化することとしている(2-3，2-4)． 
 第三章 (台南市における都市住居変遷の経緯) では，ケーススタディの対象となる台湾・台南市の都市

化の概要と各時代における典型的都市住居の概説が行われている．台南市は台湾における最も歴史の古い

都市であり，沿岸部(西)から内陸(東)への開発過程において，都市の発展軸が明瞭なほか，1600 年代から現

在に至る 400 年余りにわたり，様々な国に統治され，生活の観点，住居建設のシステム，いずれの面から

も多層的な都市文脈を形成していることが論じられる．本論文では古く沿岸部(西)に所在するものから，

新しく内陸(東)に所在するものに向け順に，「安平集落」，「五条港—大街地区」，「末広町（現在の中正路）」，

「崇誨国民住宅 等」，の 4 種を典型例として扱うことが論じられる． 
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 第四章 (台南市における都市住居の分析) では，対象 4 領域の平面図を基本データとし，領域深度を手

がかりとして描いたグラデーション・パターンを参照しながら，個室間のトポロジカルな連結関係やその

強度に関し分類が行われる．具体的には，4 形式の基本性質として； 
 
安平聚落 (1625~) 
 最奥の個室であってもその領域深度が比較的小さい．また個室相互の領域深度はほぼ同じレベルにあり，

互いに比較的分離しているといえる．各個室は他の構成員からのプライバシーを侵害される可能性が比較

的低く，高い独立性を持つ． 
五条港—大街伝統街屋 (1697~) 
 最奥個室の領域深度が大きく，これらの都市との関係性は「遠い」ということができる．これは敷地の

細長化だけがその理由ではなく，私的居住空間の環境改善のためでもあったと考えられる．一方，個室空

間の配置は比較的連鎖した状態になり，個室相互の独立性は十分に保たれない． 
末広町店舗住宅 (1932~) 
 建物の高層化に伴い，個室空間の配置は接地階から離れ始める．都市との関係が水平から垂直へと切り

替わってくる．この形式ではマルチプルユーズの空間の挿入によって，都市との関係性は調整が可能にな

る．また個室相互は住居内の共用部を介して連結されているため，互に比較的独立な性格を持つことにな

る． 
崇誨國民集合住宅 (1980~) 
 領域深度レベルが高いため，都市との隔絶度も高い．一方で個室は住居内部において明確に分離される

ため，お互いに独立性を確保することが可能である． 
 
等が論じられ，この 4 形式の相互の関係として，個室と外部(=都市)の連結性に関しては，それが大きい形

式から順に，安平集落，五条港-大街，末広町，崇誨国民住宅 となること，個室間相互の独立性に関して

は，それが大きい形式から順に，安平集落，崇誨国民住宅，末広町，五條港-大街 となることが示されて

いる． 
 第五章 (結論) では，これらの成果が要約されている． 
 
 以上要するに，本論文は「『分離』と『連結』を両極とする連続的な観察軸で都市住居を構成する各個

室相互の関係性をみる」という新規な概念のもと，台湾・台南という特別な都市の住居変遷に関し新たな

解釈の可能性を示すことに成功している．具体的には，1)都市の初期的段階，各個住居に面積的余裕が大

きい場合の各居室の高い分離性・独立性，2)都市の密集状態が上がり，街路との間口寸法の減少に起因す

る住居平面の細長化にともなう各居室の連結性・相互依存性の増大，3)日本の統治という設計システムの

変更，建築技術の進展に伴う町屋状住居の連結・多層化による連結状構成の端部に新たに分離性の高い居

室群が付属するようになること，などであり，換言すれば，「都市生活に重要と考えられる各居室の独立

性-連結性の度合いが，都市の密集化の進展による空間的制約の増大と，設計システム・建築技術等の革新

との狭間で振動した」，という事実を見出している．その考察の上で 4)未だ追求されたことの無い，空間

的に豊かな居室相互の連結性を重んじた都市住居構成の可能性，を示唆しており，歴史的空間理解への貢

献と共に，将来の都市住居計画に対しても成果をあげている点でも本論文の意義は大きい． 
 
 よって本論文は博士(工学)の学位請求論文として合格と認められる． 
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